
篠山市公民館だより篠山市公民館だより

市内在住または在勤、在学の初心者で、過去の受講年数が５年以下の方

50人

篠山市民センター・催事場1・2

13:30 ～ 15:30                        年間1,000円

 郷土味学講座の下に掲載

篠山市公民館だより
受 講 生 募 集

　市民の皆さんがさまざまな学習の機会に集い、そして学びと体験を通じて自己実現するとこ
ろが公民館です。 公民館では、各種講座を開き、市民の皆さんの心豊かな文化の創造や学習・
交流のお手伝いをしています。
　「公民館だより」では、これから始まる講座をご紹介していますので、お気軽にご参加ください。

中央公民館

古文書入門講座

郷
きょう
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ど

味
み

学
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講座

回 と　　き 内　　容 講　　師（敬称略）

１ 6月2日（月）
★開講式
古文書解読の意義と心得
古文書の読み方と内容の講義

関西大学 文学部 非常勤講師

内
うつ

海
み

　寧
やす

子
こ

２ 7月7日（月） 古文書の読み方と内容の講義 内海　寧子

３ 8月4日（月） 古文書の読み方と内容の講義
京都精華大学 人文学部 非常勤講師

鬼
き
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とう
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４ 9月1日（月）
現地研修会（大山園田家を訪ねる）
※実費負担

関西大学 文学部 非常勤講師

常
つね

松
まつ

　隆
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嗣
し

５ 10月6日（月） 古文書の読み方と内容の講義 内海　寧子
６ 11月4日（火） 古文書の読み方と内容の講義 鬼頭　尚義

７ 12月1日（月） 特別講師による古文書の講義
兵庫県立考古博物館 学芸員

松
まつ

井
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　良
りょう
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８ 1月19日（月）
古文書の読み方と内容の講義
★閉講式 常松　隆嗣

回 と　　き 内　　容 講　　師（敬称略）

１ 6月24日（火） 郷土の味　再認識
篠山の伝統食を作る
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２ 7月15日（火） 大地の香り・素材の息吹
素材の組み合わせやアレンジを学ぶ

フランス料理　ボー・シュマン

堀
ほり

江
え

　敬
ひろ

貴
き

３ 9月　2日（火） 創造・挑戦、人づくり・ものづくり
自由な発想や創り出す喜びを表現する
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４ 12月　2日（火） 大自然との調和
異文化との交流で感性を高める

オータニ　モンゴルの里

卜
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５ 1月20日（火） お母さん直伝・本場韓国の家庭の味
家庭の味を伝えることの大切さ

韓国料理　水
すらっかん

刺間

李
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※都合により内容などを変更する場合がありますが、ご了承ください。

テーマ
 「丹波・春夏秋冬」

※都合により内容などを変更する場合がありますが、ご了承ください。

市内在住または在勤、在学の方

40人（託児あり）

四季の森生涯学習センター西館・調理実習室

10:00 ～ 14:00

年間5,000円（材料費含む）
※受講料は、初回の受付でお支払いください。

対 象

定 員

と こ ろ

時 間

受 講 料

申込期限・申し込み方法 下記に掲載

申込期限・申し込み方法
4月11日(金)

申込用紙を申込先に提出　※申込用紙は、申込先の施設に備えています。

中央公民館(四季の森生涯学習センター内)、城東分館（城東公民館内）、
社会教育・文化財課(市役所第2庁舎）、各支所、篠山市民センター

※FAXの場合は、中央公民館（FAX 594-1174）まで。
送信後に電話で着信をご確認ください。

申し込み多数の場合は抽選により決定します。抽選結果は５月8日(木)
までにはがきでお知らせします

中央公民館☎594-1180

申 込 期 限

申し込み方法

申 込 先

そ の 他

問い合わせ

平成26年度

地域の古文書から
当時の暮らしと
歴史を研究

対 象

定 員

と こ ろ

時 間 受 講 料

申込期限・申し込み方法

　篠山に伝わる古文書から歴史を学び古文書に親しむ、初心者の方を対象とした講座です。

　篠山の旬の豊かな食材でつなぐ未来。篠山の味を伝えよう。

広報紙から抜き取って
お使いください

広報紙から抜き取って
お使いください

調理実習



篠山市公民館だより篠山市公民館だより

ささやま市民文化講座 丹波ささやまおもしろゼミナール 

回 と　　き 内　　容 講　　師（敬称略）

１ 6月  5日（木）
★開講式
官兵衛の時代と摂津丹波

園田学園女子大学　名誉教授
NHK「新兵庫史を歩く」講師

田
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２ 7月  3日（木）
【 現地学習① -徳島方面- 】　　徳島城・徳島城博物館・阿波十郎兵衛屋敷
　　　～蜂須賀家政が築いた平山城と国の重要無形文化財を訪ねる～　　

３ 8月  8日（金）
東寺の荘園大山荘
　～京都と丹波篠山がつながる歴史～

大阪学院大学法学部　教授　

藤
ふじ

田
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　弘
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道
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４ 9月  4日（木）
家紋の歴史
　～篠山の戦国武家と山城～

家紋World

田
た

中
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茂
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５ 10月  2日（木）
【 現地学習②　-滋賀方面- 】　　湖東三山（西明寺・金剛輪寺・百済寺）
　～滋賀湖東に広がる古

こ

刹
さつ

を訪ねる～

６ 11月  6日（木）

話し上手は聞き上手
あなたが聞き上手になる実践講座
　～納得・反省・明日への活力！
　　　　　　　　聞いて得する処世術～

フリーアナウンサー

鏡
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７ 12月  4日（木）
★閉講式
古文書から見る篠山藩政と民衆の暮らし

ささやま市民文化講座

アドバイザー　今
いま

井
い

　進
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※都合により内容などを変更する場合がありますが、ご了承ください。

市内在住または在勤、在学の方

200人

 篠山市民センター・多目的ホール
※現地学習を除く。

13:30 ～ 15:00
※現地学習は1日間。

年間1,500円、現地学習①の参加費7,000円（昼食代を含む)
※受講料と参加費は、開講式の受付でお支払いください。
※10月の現地学習②の参加費は、
別途ご案内します。

対 象

定 員

と こ ろ

時 間

受 講 料

申込期限・申し込み方法 郷土味学講座の下
に掲載

歴史・文化を再認識し、郷土意識を高め、篠山文化の継承と新たな文化の創造につなげます。 　歴史・文化・自然に直接触れて学ぶ現地講座です。五感を通して新たな篠山を発見してみませんか。
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回 と　　き
講　　座　　名 内　　　　容

講　師（敬称略） 見学予定地

１ 6月17日（火）
山城めぐり 戦国時代の武将で丹波の青鬼と呼ばれた、籾井氏の城

跡を散策します

津
つ

田
だ

　博
ひろ

利
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籾井城、安口城など

２ 7月22日（火）

神社仏閣めぐり ○日置波々伯部神社青銅製鳥居金石文　中井権次家彫
刻、市指定文化財、障壁画 ほか 
○福住住吉神社　市指定文化財。鐘堂の建築様式と市
内では類を見ない釣鐘
○春日神社(黒岡)の絵馬　黒馬白馬は雨乞で奉納。参
道の石稿、境内社の神明社は市内唯一の神名造り
○味間奥の大国寺本堂　国指定文化財、折

せっちゅうよう

裏様建築で
は我が国最初最古の建物｡ この時代にはまだタテ引鋸
はなく用材はすべて打ち割り製材法でつくられてい
る｡ 本堂に使われている時代不詳の用材に謎の刃痕が
多く見られる

向
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３ 8月19日（火）
古墳めぐり 市内の古墳の歴史的変遷を学びながらめぐります。

細
ほそ

見
み

　昇
のぼる 車塚古墳、北条古墳、岩井山古墳、稲荷山古墳、洞中

古墳 ほか

４ 9月16日（火）
民話の里めぐり 古

いにしえ

に思いをはせながら民話の生まれた里をめぐります

語り部サークルふるさと 丹南・今田方面

５ 10月21日（火）

人物像を訪ね街道を
ゆく

篠山出身の偉人、著名人、また縁
ゆかり

のある人物の地をめ
ぐります

小
こ
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やま
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久
じ 篠山城跡、王地山、住吉神社（川原）、磯宮八幡神社、

古市、今田町立杭、今田町市原 ほか

６ 11月11日（火）
丹波篠山
もみじ三山めぐり

歴史が色づく丹波篠山の秋。紅葉の名所と古刹をゆっ
くりとめぐります
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松尾山文保寺、安泰山大国寺、宝橋山高蔵寺

７ 12月16日（火）
企業めぐり 市内の企業の事業概要や工場見学など、さまざまな企業

をめぐりながら、現在の篠山の産業について学びます

企業振興課 市内企業

※都合により内容などを変更する場合がありますが、ご了承ください。

市内在住または在勤・在学の方

各講座28人（1人3講座まで受講可能）

各講座により異なります。詳細は決まり次第連絡します

1講座につき500円（ただし、入館料など別途実費負担がある場合があります）

対 象

定 員

ところ・時間

受 講 料

申込期限・申し込み方法 郷土味学講座の下に掲載


